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M37700-A / M37701-A , M37700-D2 / M37701-D2 , 
M37702 / M37703 , M37704 / M37705シリーズ

使用上の注意点、及び仕様の比較

　現在量産中のM37700シリーズ、及びM37701シリーズは、-D2仕様となっ
ています。お客様のお手持ちの製品が、-D2仕様であれば製品のパッケージに
マークされているロットナンバーの最初に“B”が付いています(BXXX XXX)。
-A仕様であればロットナンバーの最初に“B”は付いていません。
　マスクROM版、及び工場書き込みのワンタイムPROM内蔵版の場合は、
すべて-D2仕様となっています。

　M37700-A / M37701-Aシリーズ、M37700-D2 / M37701-D2シリーズ、M37702 /
M37703シリーズ、及びM37704 / M37705シリーズの仕様の比較を一覧表にまとめ
ましたのでお知らせ致します。
　M37700-D2 / M37701-D2シリーズはM37700-A / M37701-Aシリーズの特性改良版
です。

[M37700シリーズ、及びM37701シリーズについて]

7700/01グループをご使用の場合、新規モデルには、7700の場合は7702グループを、7701
の場合は7703グループを、ご採用いただけますようお願いいたします（7700グループは
7702グループに、7701グループは7703グループに、それぞれ集約します）。



M37700-A / M37701-A , M37700-D2 / M37701-D2 , M37702 / M37703 , M37704 / M37705 の相違点(1)

BRA命令

PUL命令

MVN命令

ロングレラティブブランチBRALはバンク0内で
のみ使用可能です。

ダイレクトページレジスタDPRの内容をPUL命令
で復帰した直後にはPHD命令、次にPLD命令の実
行が好ましい。
　プログラミング例）

PUL   .., dpr, ..
PHD
PLD

M37704 / M37705M37700 -A / M37701-A項　　目 M37700-D2 / M37701-D2 M37702 / M37703

インデックスレジスタ長選択フラグｘを“１”と
してMVN命令を実行する場合は、転送先番地を
設定するＹレジスタの下位バイトには“00 16”以
外の値を設定する必要があります。

制限なく使用可能です。左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

φ1

Ｅ
2φ12φ1

φ1

Ｅ

2φ11φ1

各モードにおいてプログラムでφ 1出力を有効に
したときのみP42端子はφ1出力端子となります。

ソフトウエアワンウエイト挿入時のバスサイクル
は通常サイクルの2倍（4φ1）です。

ソフトウエアワンウエイトを有効にしてさらに
RDYによるウエイトを挿入する場合は割り込み
優先順位判定時間選択ビットで7φ 1の時間を選択
する必要があります。

M37700-A/M37701-A,
M37700-D2/M37701-D2
と同様

マイクロプロセッサモードにおいてP4 2はφ1出力
専用端子となりリセット後直ちにφ 1出力を開始し
ます（φ1出力選択ビットの内容は無効となりポー
トとしての使用不可）。
その他モードにおいては、φ1出力をプログラムで
選択したときのみφ1を出力します。

ソフトウエアワンウエイトとRDYによるウエイト
の併用が制限なしに可能です。

ソフトウエアワンウエイト挿入時のバスサイクル
は通常サイクルの1.5倍（3φ1）です。

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

RTS命令
JMP命令
JSR命令

RTS , JMP(アブソリュート、アブソリュート・インダイレクト、アブソリュート・インダイレクトロング、アブソリュート・インデクストX・インダイレ
クト) , JSR(アブソリュート、アブソリュート・インデクストX・インダイレクト)の7命令が、各バンクの最上位番地に配置されている場合、又はバンクを
横切って配置されている場合は、プログラムカウンタPCの内容がインクリメントされキャリーが生じたときに、自動的にプログラムバンクレジスタの内
容も+1されますので注意が必要です。(注)

φ1出力

制限なく使用可能です。

制限なく使用可能です。 左に同じ

ソフトウエアワンウエ
イト

RDY制御

注.　LINK77 V.2.01.01をご使用の場合、コマンドパラメータ”-C  ”を指定することによって、これらの分岐命令がバンク境界に存在する場合にはワーニングメッセージが表示されます。　

左に同じ
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HOLD

HLDA

RDY

HOLD

RDY

HOLD外付け回路

下図に示す外付け回路と割り込み優先順位判定時
間を７φ1に選択することが必要です。

HOLD機能

バス特性 tpxz(E-P1Z)≦40ns , tpxz(E-P2Z)≦40ns , t pzx≧20ns(周
波数固定)のため、バス競合が生じないように、バ
ス接続デバイスに注意する必要があります。

tpxz(E-P1Z)≦5ns , tpxz(E-P2Z)
≦5ns , tpzx≧25ns(この値は16
MHZのときで、周波数に依存す
る)のため、バス接続デバイスが
選びやすくなります。　

M37700-A / M37701-A , M37700-D2 / M37701-D2 , M37702 / M37703 , M37704 / M37705 の相違点(2)

M37700 -A / M37701-A項　　目 M37700-D2 / M37701-D2 M37702 / M37703 M37704 / M37705

制限なく使用可能です。 左に同じ

PWM以外のモードにおいてはタイマへの書き込
みによりカウント動作が停止します。

タイマ設定値の更新の際はリロードレジスタの上
位、下位バイト共に更新することが必要です。

タイマ、イベントカウンタモードにおいてターミ
ナルカウント到達から割り込み要求フラグのセッ
トまでに1/2クロックのずれがあります。

動作中のタイマへの
書き込み

タイマモード、イベ
ントカウンタモード
時のタイマ設定値の
更新

タイマ割り込み要求
の発生タイミング

動作中のタイマへの書き込みにおいてはリロード
レジスタのみに書き込まれカウント動作は停止し
ません。

停止しているタイマに関してはリロードレジスタ
の上位バイトのみ、下位バイトのみの更新が可能
です。動作中のタイマに関しては必ず16ビット同
時に書き込んでください。

タイマ、イベントカウンタモードにおいて割り込
み要求フラグはターミナルカウントへの到達と同
時にセットされます。

タイマのカウント動作

カウント開始フラグ
"H"

t

n1
n2

0

n2の書込み

（注）このときタイマの内容を読み出すと
“FFFF16”の値が読まれます。

1 0 n-1

カウントパルス

TAi割り込み
要求フラグ

n（注）

n2の書込み

停止

カウント開始フラグに
"1"をセット

タイマのカウント動作

カウント開始フラグ "H"

0

n1
n2

t

TAi割り込み
要求フラグ

1 0 n-1

カウントパルス

n（注）

（注）このときタイマの内容を読み出すと
“FFFF16”の値が読まれます。

左に同じ左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ 左に同じ

左に同じ
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イベントカウンタモ
ード時の動作中タイ
マの読み出し

任意のタイミングで読み出した場合、タイマの内
容が1カウント前のものである可能性がありますの
で、カウント動作を行っていないときにタイマを
読み出してください。

任意のタイミングで読み出しても常に正しい値
を読み出すことができます。

M37700-A / M37701-A , M37700-D2 / M37701-D2 , M37702 / M37703 , M37704 / M37705 の相違点(3)

M37700 -A / M37701-A項　　目 M37700-D2 / M37701-D2 M37702 / M37703 M37704 / M37705

左に同じ 左に同じ

TAiOUT入力

TAiIN入力

ワンショットパルスの出力端子レベルが“H”のと
き、リロードレジスタに“0000 16”を書き込まない
でください。

ワンショットパルスモ
ード時の設定値

リロードレジスタの下位バイトに“00 16”の値を設
定することは禁止されます。

-1+1+1 -1

TAiOUT入力

TAiIN入力
(i=2､3)

-1

+1

+1

+1 +1

+1 +1

-1 -1-1

-1 -1 -1

TA4OUT入力

TA4IN入力

+1 -1+1

TAiOUT入力

TAiIN入力
(i=2､3､4) +1

タイマA（イベントカ
ウンタモード）の２
相パルス信号処理機
能

２相パルス信号処理機能においてカウント方向を
切り替えたとき下図に示すようなカウント動作を
行うためソフト補正が必要です。

２相パルス信号処理機能においてカウント方向を
切り替えたとき下図に示すようなカウント動作を
行います（ソフトウエア補正が不要）。

また、タイマA4についてはタイマA3，A4とカウ
ント動作が異なり４逓倍動作を行います。

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ

カウント有効エッジの前にカウント方向を切り
替えることで、方向を切り替えた直後のカウン
ト有効エッジからカウント方向が切り替えられ
ます。

次のようなタイミングでカウント方向を切り替え
ると切り替えた直後のカウント有効エッジからカ
ウント方向が切り替えられます。

イベントカウンタモ
ード時(ﾀｲﾏA)のカウ
ント方向切り替え

左に同じ 左に同じPWMモード時の出力
パルス幅の更新

タイマへの設定値が、8ビットPWMのとき“FE”、
16ビットPWMのとき“FFFE”までであればPWM
出力のレベルによらず次の“H”期間からパルス周
期の更新が可能です。

タイマへの設定値が、8ビットPWMのとき“FD”、
16ビットPWMのとき“FFFD”までであればPWM
出力のレベルによらず次の“H”期間からパルス
周期の更新が可能です。
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ワンショットパルス、
PWMモード時のタイマ
レジスタの読み出し

パルス幅／周期測定モ
ード

A-D変換器

エバチップモード

パッケージ

タイマレジスタの読み出しが可能です。

有効エッジ検出による割り込みかタイマオーバフ
ロー時による割り込みかの判定はソフトウエアに
よる判定の必要があります。

掃引モード時の掃引端子数は8チャンネル固定のみ
です。

エバチップモード時にソフトウエアワンウエイト
ビットが“0”の場合は内部ROM領域アクセスの際
にもワンウエイトがかかります。

80ピンフラットパッケージについては、EPROM版
(80D0)を除く機種は80P6のパッケージに収められ
ます。

タイマレジスタの内容を読み出した場合、その内容
は不定です。

タイマオーバフロー時に専用のオーバフローフラグ
（タイマBiモードレジスタのビット5）をセットし
ます。

掃引モード時の掃引端子数は2,4,6,8チャンネルがソ
フトウエアで選択可能です。

エバチップモード時においてソフトウエアワンウエ
イトビットが“0”であっても内部領域に対しての
アクセスであればノーウエイトでアクセスします。

80ピンフラットパッケージについてはEPROM版(80
D0)を除く機種は80P6Nのパッケージに収められま
す。

M37700-A / M37701-A , M37700-D2 / M37701-D2 , M37702 / M37703 , M37704 / M37705 の相違点(4)

M37700 -A / M37701-A項　　目 M37700-D2 / M37701-D2 M37702 / M37703 M37704 / M37705

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ
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